
 

          第２学年３組 算数科学習指導案 

  場所 ２年３組教室 

１ 単元（題材）  図を使って考えよう（本時２／３）     

２ 本時の目標 

まとめて考えて解くよさに気付き，まとめて考える方法で問題を解くことができる。（知識技能） 

３ 展開 

段階 児童の活動 教師の活動 
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(５) 

１ 解き方を確認する。 

・じゅんに考える方法があったよ。 

・まとめて考える方法があったよ。 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

３ 設問□1減減の場面の問題を解く。 

まず，まとめて考える方法で解く。 

【まとめて考える方法】  

 ５＋５＝１０ 

 ２４－１０＝１４ 答え１４まい 

次に，じゅんに考える方法で解く。 

【じゅんに考える方法】 

 ２４－５＝１９ 

 １９－５＝１４  答え１４まい 

 

４ 設問２をまとめて考える方法とじ

ゅんに考える方法どちらの方法で解

きたいか考える。 

・まとめて考える方がいい。なぜな

ら，計算しやすいから。 

・まとめて考える方がいい。なぜな

ら，ひき算が一回ですむから。 

・じゅんに考える方法がいい。なぜな

ら，文章通りに計算すればいいか

ら。 

 

５ 設問２増増の場面の問題をまとめ

て考える方法で解く。 

【まとめて考える方法】  

 ４＋６＝１０ 

 １７＋１０＝２７ 答え２７台 

・まとめて考える方法が計算しやすい

な。 

 

６ 本時のふりかえりをする。 

・まとめて考える方法は，じゅんに考

える方法よりもかんたんに計算でき

る。 

・まとめて考える方法とじゅんに考える方

法の種類の計算方法があることを確認す

るために，前時に学習したノートを見返

すよう児童に伝える。 

 

 

・児童がまとめて考えることができるよう

に，立式する前に・数図ブロックを操作

したり，図にかいたりできるようにして

見通しを立てる。 

・まとめて考える方法のよさに気付けるよ

うに，まとめて考える方法で解いた後，じ

ゅんに考える方法でも解くよう伝える。 

 

 

 

・全員が話し合いに参加できるように，「ま

とめて考える方法」「じゅんに考える方

法」どちらの方法で解きたいか立場をは

っきりさせる。 

・両方法ともの意見が出るように，少数派

の意見から全体共有する。 

・どちらの意見もよいことを確認する。 

 

 

 

 

・本時の目標を達成するために，設問２は

全員が【まとめて考える方法】で問題を

解くことを伝える。 

・まとめて考える方法のよさに気付かせる

ために，４で【じゅんに考える方法】を

選んだ児童を意図的に指名し，計算して

みた感想を聞く。 

 

 

・まとめて考えるよさという視点でふりか

えりを書くことができるように，「まとめ

て考える方法は」という文章で書き始め

ることを伝える。 

４ 評価 

まとめて考えると，簡単に計算できることに気付いたか。（活動４，６から） 

図をつかってもんだいをとこう 


